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平成29年度
東北総体・東北新人大会出場
東北総体・東北新人大会出場
県高校新人大会３位、
東北選抜大会出場
県高校新人大会３位
全国高文祭出場、文化連盟賞
全国高文祭出場、文化連盟賞
日本音楽定期演奏会県大会最優秀賞
全国高文祭出場
全日本アンサンブルコンテスト
東北大会銀賞

部活動の主な成績

水 泳 部
陸 上 競 技 部
剣 道 部 男 子

山 岳 部 男 子
文 芸 部
合 唱 部
箏 曲 部
写 真 部
吹 奏 楽 部

平成28年度
県総体第２位・東北大会出場
東北総体・東北新人大会出場
東北総体・東北新人大会出場
全国高文祭出場、文化連盟賞
全国高文祭出場、文化連盟賞
全国高文祭出場、文化連盟賞

山 岳 部 男 子
水 泳 部
陸 上 競 技 部
文 芸 部
箏 曲 部
写 真 部

　白石高校の魅力はなんと言っても、部活動でしょう。白石高
校では運動部、文化部ともに盛んに活動しており、現在は39の
部と２つの同好会があります。全校生徒はいずれかの部に属し
なければなりませんが、きっと中学生の君にもやりたいことが
見つかるのではないでしょうか。
　私は現在、陸上部に所属しています。陸上部というと足が速
くないといけないと思うかもしれません。しかし、陸上競技に
は走る以外にも跳躍、投擲といった、走跳投合わせて23種類
もの種目があります。その中には、必ず自分に向いているもの
があるはずです。そして陸上競技は、個人競技のようで、チー
ム競技でもあります。仲間と練習することで苦しい練習を乗り
越え、共に励まし合うことで各々の能力を伸ばすことができま
す。中学時代は野球部だった私ですが、恵まれた環境、仲間、そ
して顧問の先生のおかげで初心者ながらも東北総体以上の大
会に参加できるようになりました。
　陸上部に限らず、他の部でも初心者にも丁寧に指導してくれ
る部がほとんどです。そして初心者から始めて、東北大会や全
国大会を目指せるような部もあります。
また、ほとんどの先輩たちは勉強と部活
動を両立させています。不安はあると思
いますが、白石高校に入れば充実した学
校生活は間違いなし！私たちと共に夢
を追いかけましょう！

３年（陸上部）

部活動
　地元である白石、仙南地域及び宮城県が現実に抱えるさまざま
な地域課題や、現代社会を取り巻くさまざまな諸課題に対する解
決を目指し、地元自治体や教育機関、民間企業等の支援をうけつ
つ、「地域的課題」「国際的課題」の二つの視点から１年次・２年次
合同でグループ探究活動を行います。
　特に「国際的課題」では「SDGs（Sustainable Development 
Goals（持続可能な開発目標）」を扱います。右図はそのロゴにな
ります。QRコードで総務省による内容紹介動画をご覧下さい。

課題研究

　論理的な文章の書き方の基本を理解・習得します。推薦入試や
AO入試、平成32年度から始まる大学入学共通テスト対策だけ
ではなく、文章を通じて自分の考え方を伝える能力を磨きます。

小論文

　主題について賛成・反対の二組に分かれ、定められたルール
のもと、同じ時間で「立論」・「質疑」・「反駁」を行い、相手を説得
する技術を競います。

ディベート

M＆Tタイム
エムティー ●白石高等学校の「総合的な学習の時間」の愛称です。

●「学び」のＭ、「問い」のＴから名付けられました。
●「課題研究」「小論文」「ディベート」の３つの活動を通して、
　「研究する力」「書く力」「表現する力」の３つの力を身に付けて
　いきます。

●部活動は、スポーツや芸術・学問研究などの分野で自分を磨く活動です。
●先輩や後輩、地域の方々、全国のライバルとの交流を広げられます。
●白石高校では、全生徒がいずれかの部活動に所属し活動しています。
●数多くの部が、全国大会や東北大会に出場しています。

　白高のM&Tタイムで行われる様々な活動のひとつで、特に社会で求
められる力を養うことができるのが「ディベート」です。ディベートと
は、ある特定の議題（テーマ）について、２グループの話し手が「否定」
と「肯定」の立場に分かれ、第三者を説得する形で議論を行うという
ものです。一見、普通の話し合いや口論と同じように感じるかもしれ
ませんが、ディベートの一番の特徴は、「議論の中でいかに審判に自
分の意見を伝え、納得させられるか。」を競う点にあります。そのた
め、ディベートでは対立する相手の主張を否定するだけでなく、データ
や文献を使って根拠をしっかり固めて自分たちの主張をすることとな
ります。本校では最後に審判によるジャッジで勝敗が決まるので、い
わばゲームのようなところもあり、やってみると難しいですが楽しい面
もあります。昨年度は「高等学校では授業で使用する生徒の教科書を
すべてタブレット化すべきである。是か非か。」「ＡＩ（人工知能）の開
発には規制が必要である。是か非か。」というテーマでディベートを行
いました。資料を集め立論をつくるのは大変でしたが、とてもよい経
験になりました。
　また、最近ではディベートは「自分の持つ知識を上手くまとめ、相手
にわかりやすく説明する力」を試すということで、大学入試の面接に活
用している学校もあるそうです。このよう
なディベートで養われる力こそ、今の社会で
必要とされる力なので、是非みなさんも積
極的に参加してみてください。

　課題研究とは、自分の興味、関心がある分野についてテーマを決
め、1年かけて調査する活動です。個人ではなく班で活動するので、
テーマを決めるだけでも時間がかかります。調査、研究を進めてい
く過程で上手くいかないこともありましたが、班のメンバーと試行錯
誤を重ね研究を形にしていくという経験は、とても新鮮で楽しいも
のでした。何度も話し合いを重ね、班で１つの意見としてまとまった
時は達成感がありました。
　課題研究で興味のある分野を追究することは、私にとってとても
勉強になりました。しかし、同時に自分がどれほど無知なのかを実
感させられました。課題研究を通して得たものは知識だけではあり
ません。スライド作成や伝わる発表の仕方なども身につき、発表す
る上で大事なことは内容だけではないと気づかされました。
　課題研究を１つの形にし、まとめるのはすごく大変でした。しか
し、自分の意見を持ち考えを深めたり、将来について考えたりする
いい機会になったと思います。自分自身で
積み重ねてきた経験や知識は、今後何か
の役に立つかもしれません。研究や発表
を通して将来の役に立つことを学べる、そ
れがM&Tタイムの魅力です。

2年（社会研究部）3年
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